









































































































































































































































































































































































































































































































































































































Brown, J. S. and Duguid, P. (1991). Organizational learning and communities-of-practice: Toward a unified
view of working, learning, and innovation. 
Lave, J. and Wenger, E (1991). Situated cognition: legitimate peripheral participation. Cambridge:
Cambridge University Press. 
Wenger, E., McDermott, R. & Snyder, W. M. (2002). Cultivating communities of practice. Boston, MA:














(４) 三つの研究とは，Lave and wenger(1991)，Wenger，Mcdermott and Snyder(2002)，
Brown and Duguid(1991)である。
(５) ウェンガー他（2002）の監修者である野村（2002）は，領域は「実践コミュニティが熱意を
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持って取り組む，知識あるいは専門分野を表す」（p. 16）もの，コミュニティは「実際に相互
交流している人たちの集団を指す」（p. 16）もの，実践（プラクティス）は「知識を生み出す活
動を意味する」（p. 16）ものとする。
(６) 学びと学習は英語に直せばどちらも learningである。しかし，佐藤学によれば「学び」の
ほうがその活動的なニュアンスを伝えることができ，learning のもつ意味のひろがりをより
ひろくカバーできるという（佐藤，1999）。ウェンガー他（2002）で用いられる learning は状
況的学習の意を色濃く反映しているため，よりその意にあった「学び」を用いることとした。
(７) ウェンガー他（2002）を基に稿者が作成。
(８) 明確なリーダーシップを持つメンバーは存在しないが，事務作業を引き受ける代表は存在
する。この代表は１年交代の役職である。
─ 52─
